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第４４回日本学生オリエンテーリング連盟総会 議事録 

２００６年３月１５日 

広報部長 丸藤純 

日時：２００６ 年３ 月１３ 日（月）９：００～ 

場所：新城観光ホテル 

出席:２１校 委任状；２校 （全加盟校３９校） 

 

1．議長の選出 

 ⇒金野愛子（宮城学院女子大学２００４）を選出。 

 

2．法政大学インカレリレー参加特例措置の承認 

 ⇒２４／２４校で承認 

 

3．平成18 年度日本学連幹事選挙 

 ⇒資料参照。 

 ⇒資料の通り全員承認された。会計と会計監査については引き続き募集する。 

 

4．平成18、19 年度理事選挙 

 ⇒現理事が全員留任することが承認された。 

 

5．大学院生の学連加盟について 

 ⇒院生の参加を認めるように規則を変えるのは、現状では難しい。 

 ⇒幹事会で毎回議題となり、いろいろな意見が出ている。今回否決でも、今後これをたたき

台にして必要があれば変えればいい。 

 ⇒改正する３／２５ 否決する２０／２５ 

 

6．インカレにおけるジェネシスの決算報告 

 ⇒もっと具体的なデータを出して欲しい。 

 ⇒他社との比較をしたい。 

 ⇒今後の幹事会で継続的に議論する。 

 

7．後夜祭・講習会についての意識調査 

 ⇒最近参加者が減少しているので、意識調査を行う。 

 

8．2005 年度日本学生オリエンテーリング選手権大会ミドルディスタンス・リレー競技部門実

行委員会報告 

 ⇒資料参照 

 

9．2006 年度日本学生オリエンテーリング選手権大会ミドルディスタンス・リレー競技部門実

行委員会報告 

 ⇒２００６年度春インカレはｕｏｆｊ－ｍｌで流れたとおり、３月１～４日の間に行う。 

 ⇒開催場所は矢板地区。 

 ⇒３月８～１１日では会場が抑えられない可能性が高い。 
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10．JOA の現状と今後のJOA と学連の展望について 

村越さんより、JOA と日本学連との今後の関わり方についてお話して頂き、質疑応答 

を行います。 

 ⇒資料参照 

⇒ＪＯＡは日本を代表する組織。 

⇒ＪＯＡと日本学連は組織対組織の公式的なつながりは無い。 

 ⇒岸記念体育会館にある。 

  →部屋代などで年間７５０万円かかる。 

 ⇒山の中でナビゲーションしながら速く走れるのはアスリートとして評価される。 

 ⇒日本では３０００人ぐらいが積極的に参加している。 

  →日本の風土を考えると１万人ぐらいいてもいいのではないか。 

 ⇒他のアドベンチャースポーツ大会との違いは？ 

  →プログラムや情報の流し方がしっかりしている。決め細やかな運営。 

 ⇒ＪＯＡと日本学連の組織としてのつながりかたは？ 

  →競技者登録を一本化したい。学連をＪＯＡの会員にするのが最終的な形。 

 ⇒中高生への普及をどう行っていくか？ 

  →中学は難しい。高校はワンゲルや山岳などオリエンテーリングのスキルが必要なところ

に勧めていくのがいいだろう。 

 

11．2006 年度日本学連予算案 

 ⇒資料参照 

 ⇒活動報告書の値段が変更になった理由は？ 

  →前回の５０万円は前回の報告書の支払いの可能性があるため。 

 ⇒２７／２９で承認 

 

12．2005 年度日本学連暫定決算 

 ⇒２００１年度以外でインカレから帰ってきてない分があるのか？ 

  →２００１年度のみ。 

 ⇒２９／３０で承認。 

 

13．幹事会報告 

 ⇒院生の学連加盟について幹事会やＭＬで議論した。 

 ⇒富士・勢子辻で合宿中にあった猟友会との問題について議論した。 

  →学生に対し猟友会の存在を教えてもらえるように、ＪＯＡに要望を出す。 

 ⇒３月の全日本大会の地図をジェネシス・ＪＯＡと契約し作る。 

  →地図は学連の所有物。 

  →フィットネスＯの地図代は赤字になるが、将来への投資ということで払う。 

 ⇒日光の公民館からクレームが来た。 

  →使用状況が悪い。公民館の使用を認めず、トイレ・駐車場だけを借りられることになっ

た。 
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14．理事会報告 

 ⇒インカレ 

  →開会式は来賓もいる式典だから、開会式内で行う選手宣誓は節度をもって行って欲しい。 

 ⇒日本旅行との契約 

  →意見があったら連絡が欲しい。 

 ⇒日光のマナー 

  →他人のものを借りているのだから、マナーを守って欲しい。 

 ⇒インカレ会計 

  →地図の会計とインカレの会計を分ける。 

 

15．技術委員会報告 

 ⇒資料参照 

 

16．テレインコントロールワーキンググループ報告 

インカレの進捗状況について 

 ⇒資料参照 

 

17．各部局報告 

事務局 

 ⇒２月末に学連名簿を送付した。 

事業部 

 ⇒インカレ・後夜祭・講習会関係を行った。 

広報部 

 ⇒いぶきの発行をした。 

 ⇒ｗｅｂを適宜更新した。 

普及部 

 ⇒部員を集め議論する。 

 

18．地区学連活動報告 

 ⇒資料参照 

 

19．その他 

 ・日本学連と日本旅行の契約 

  ⇒実行委員会の負担軽減のために契約している。 

   →契約先は東京南支店。 

   →契約は去年きれ、自動更新されている。 

  ⇒契約をきることはできないのか？ 

   →切ることもできる。 

  ⇒日本旅行への要望。 

   →宿泊・バス料金一律なのに格差がある。 

   →ホテルを旅行会社に委託するか、自分の大学で探すか選択できるようにして欲しい。 

   →２日間で５９万円振り込むように言われた。急に言われても無理だ。 
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20．次回総会日程 

 ⇒９月１６日に選手村付近で行う。 


